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五條市社協だより

社協は社会福祉協議会の略称です。社協は社会福祉協議会の略称です。

●

●

●

●
この広報紙は赤い羽根共同募金助成金・福祉基金・善意の
募金配分金の一部を使用して作成しています。

野原いきいきサロン

平成３０年度社協事業報告・決算報告

赤い羽根共同募金運動が始まります

「生活支援サポーター」養成講座

ふれあいいきいきサロンめぐり　



協議会 事業報告・決算報告
　平成３０年度は「みんながしあわせに暮らせるまちづくりをみんなですすめます」の経営理念
のもと、次の事業をとおして住民の皆さまとともに福祉活動を実施しました。

１　会の運営と組織基盤の確立強化
　①理事会、評議員会の開催
　②経営改善計画の実行
　③�住民会員制度の加入促進及び安定充実し
た各種財源の確保と運用

　④苦情処理に関する規程の運用
　⑤職場内研修の推進と職員資質の向上
　⑥地域福祉活動計画の実行

２　社会福祉活動の振興
　①広報啓発活動の推進　　　　　　　　　
　②�地区社会福祉協議会の基盤強化と活動支援
　③ふれあいいきいきサロンの推進
　④小地域ネットワーク活動の推進
　⑤各種調査活動、福祉課題の把握
　⑥ボランティアの発掘、育成、助長
　⑦災害に対応できる地域づくり
　⑧福祉教育の振興
　⑨日常生活自立支援事業の推進
　⑩在宅福祉サービスの充実強化
　⑪生活福祉資金貸付償還事業
　⑫生活困窮者支援
　⑬社会福祉関係団体への協力援助
　⑭共同募金会の運営
　⑮五條市善意銀行の運営
　⑯団体運営
　⑰奈良県社会福祉協議会への運営協力
　⑱100歳祝い激励訪問
　⑲�社会福祉法人による地域公益活動の取り
組み推進

■ふれあいいきいきサロンの推進
地区社協など地域
の方々と協力し、地
域で気軽に集える
居場所としてのサ
ロン活動を広め、新
たに６カ所が開設
しました。

■五條市ボランティア連絡協議会での研修
災害時に支援活動
している市内の企
業の方を講師に迎
え、防災について講
義をしていただい
た後、ダンボール製
のトイレとベッド
を組み立てました。

■「支えあい・助けあい」の勉強会を開催
地域を知ったり、
地域の「あったらい
いね」を提案したり
自分たちでできるこ
とを話し合ったりす
る仲間や場（協議体）
づくりを市と共にす
すめています。

■赤い羽根共同募金運動の推進
赤い羽根でおなじ
みの共同募金運動
を10月1日から３月
31日まで実施しま
した。皆さま方の温
かいご協力をいた
だき、ありがとうご
ざいました。

３　受託事業
　①ひとり暮らし老人等見守り支援事業
　　（在宅高齢者配食サービス事業）
　②生活介護事業（障害者デイサービス事業）
　③生活管理指導員派遣事業（家事援助）
　④生活支援体制整備事業
　　（生活支援コーディネーター業務）
　⑤福祉センター管理運営（指定管理者制度）

４　障害者総合支援法による経営
　①障害者へのホームヘルプサービス
　②障害者特定相談支援事業
　　・サービス等利用計画の作成

５　介護保険事業の経営
　①指定居宅サービス事業
　・高齢者へのホームヘルプサービス
　②指定居宅介護支援事業
　・介護サービス計画 (ケアプラン )の作成
　・要支援、要介護認定調査の受託

重点事業をPickUp
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　平成30年度　社会福祉法人 五條市社会福祉 

■住民福祉懇談会の開催
各地域で懇談会を開催
し、地域の問題やその解
決策を参加住民と一緒
になって考えました。

■五條市内社会福祉法人連絡会の活動推進
市内11の社会福祉法人
が、連携・協働して、身
近な場所で気軽に相談
できる「いきいき相談
ネット」の開設しまし
た。

◆ 決 算 報 告 書 ◆
（単位：円）　平成31年3月31日現在

資金収支計算書事業活動計算書貸借対照表

科目 決算額

収
　
入

会 費 収 入 4,861,000
寄 付 金 収 入 3,732,967
経常経費補助金収入 47,846,148
受 託 金 収 入 12,932,220
事 業 収 入 289,200
介 護 保 険 事 業 収 入 35,238,283
障害福祉サービス等事業収入 42,338,591
受取利息配当金収入 1,113,383
そ の 他 の 収 入 15,814,905
積 立 資 産 取 崩 収 入 87,783
その他の活動による収入 31,704,780
前期末支払資金残高 105,198,856

収入合計 301,158,116

支
　
出

人 件 費 支 出 169,715,579
事 業 費 支 出 13,171,582
事 務 費 支 出 3,191,775
共同募金配分金事業費 2,391,334
分 担 金 支 出 219,490
助 成 金 支 出 8,440,432
そ の 他 の 支 出 26,990
固 定 資 産 取 得 支 出 1,620,000
積 立 資 産 支 出 506,448
その他の活動による支出 4,745,570
当期末支払資金残高 97,128,916

支出合計 301,158,116

科目 決算額

収
　
益

会 費 収 益 4,861,000
寄 付 金 収 益 3,732,967
経常経費補助金収益 47,846,148
受 託 金 収 益 12,932,220
事 業 収 益 289,200
介 護 保 険 事 業 収 益 35,238,283
障害福祉サービス等事業収益 42,338,591
そ の 他 の 収 益 15,508,400
受取利息配当金収益 1,113,383
その他のサービス活動外収益 306,505
前期繰越活動増減差額 99,704,098
基 金 取 崩 額 87,783

収益合計 263,958,578

費
　
用

人 件 費 142,164,369
事 業 費 13,171,582
事 務 費 3,191,775
共同募金配分金事業費 2,391,334
分 担 金 費 用 219,490
助 成 金 費 用 8,440,432
基 金 組 入 額 506,448
減 価 償 却 費 267,529
国庫補助金等特別積立金取崩額 △ 13,929
そ の 他 の 費 用 26,990
次期繰越活動増減差額 93,592,558

費用合計 263,958,578

資産の部
流 動 資 産 155,720,197
固 定 資 産 203,721,179
資産の部合計 359,441,376

負債の部
流 動 負 債 64,447,281
固 定 負 債 32,293,200
負債の部合計 96,740,481

純資産の部
基 本 金 3,000,000
基 金 129,748,521
国庫補助金等
特 別 積 立 金 127,809

その他の積立金 36,232,007
次期繰越活動
増 減 差 額 93,592,558

（うち当期活動増減差額） △ 6,199,323
純資産の部合計 262,700,895
負債及び純資
産 の 部 合 計 359,441,376

【資金収支計算書】
現金や預金など、流動資
産・負債の収入・支出を
示しています。

【事業活動計算書】
現金・預金や固定資産な
ど、すべての財産の収入・
支出を示しています。

【貸借対照表】
社協の資産や負債がどれ
くらいあるかを示してい
ます。
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さまざまな方法で
募金活動をしています。

赤い羽根自動販売機を
五條市立福祉センターに設置しました。

赤い羽根共同募金運動が

10月１日から始まります。

共同募金は、みなさまの地域のために使われています
地区社会福祉協議会への助成

　地区社協が実施する高齢者・子育てサロン、世代間
交流や敬老会などの福祉活動のために。

『宇智地区サロン
　　　　　ひまわり』

五條市社協だより「ふれあい」の発行
　年4回発行する広報紙発行費の一部として、地域福祉
情報の発信や福祉教育の啓発のために。

各種福祉団体への助成
　地域においてさまざまな福祉活動を行っている福祉
関係団体への支援のために。

赤い羽根地域支えあい事業（公募事業）

『五條脳トレ会』

　教育・子育て・防災・住民参加のまちづくりなどに
つながる活動を行う団体への支援のために。

詳しくは中央共同募金会のホームページからご覧いただけます。
はねっとhttp://www.akaihane.or.jp/

さまざまな方法で
募金活動をしています。

赤い羽根自動販売機を
五條市立福祉センターに設置しました。

　共同募金は地域みんなの支えあいです。そのため
ひとりでも多くの皆さまに協力していただけるよう
さまざまな方法で募金の協力を呼びかけています。

　売り上げの５％が赤
い羽根共同募金に寄付
され、地域福祉活動に
役立てられます。
　みんなを笑顔にする
「赤い羽根自動販売機」
をご利用いただきます
よう、よろしくお願い
いたします。

戸 別 募 金
法人・大口募金
職 域 募 金
街 頭 募 金
学 校 募 金
募金箱の設置

自治会を通じて各家庭へ

企業・商店の皆さまへ

市内で働く職員の皆さまへ

街頭やイベントで

児童・生徒の皆さまへ

福祉センターや市内スーパー等に設置

　

共
同
募
金
は
、「
赤
い
羽
根
共

同
募
金
」
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
て

お
り
、
10
月
１
日
か
ら
翌
年
３
月

31
日
ま
で
全
国
で
一
斉
に
実
施

さ
れ
ま
す
。
五
條
市
で
も
多
く
の

方
々
の
ご
協
力
の
も
と
、
さ
ま
ざ

ま
な
方
法
で
募
金
運
動
を
行
い

ま
す
。

　

集
め
ら
れ
た
募
金
は
、
地
区
社

会
福
祉
協
議
会
活
動
な
ど
市
内

で
の
福
祉
活
動
に
使
わ
れ
る
こ

と
か
ら
「
赤
い
羽
根
共
同
募
金
」

は
寄
付
し
た
地
域
で
活
き
る
募

金
と
い
え
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
の
や
さ
し
さ
が

地
域
を
良
く
す
る
こ
と
に
つ
な

が
り
ま
す
の
で
、
今
年
度
も
皆
さ

ま
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
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グループ発表の様子

（敬称略）	 令和元年５月16日〜令和元年８月15日	 （単位：円）

善
　
意
　
銀
　
行

金　額 氏　名・住　所 摘　要

15,000 高野山真言宗寺族婦人会内吉野支部
チャリティーバ
ザー収益金

30,000
㈱柿の葉すし本舗たなか
代表取締役　田中妙子 第27回柿の葉すし

手作り講習会参加費
住川町1490

※金額受領日順
福祉基金…積み立てられた預金の利子を地域福祉の活動資金として役立てます。
善意銀行…皆さんの善意を災害見舞金など市民の福祉向上に役立てます。

ご寄付いただき
ありがとうございました

令
和
元
年
度
「
社
協
会
員
」

◆
賛
助
会
員
◆

・
五
條
市
更
生
保
護
女
性
会

・
五
條
市
商
工
会

・
五
條
市
医
師
会

・
五
條
市
赤
十
字
奉
仕
団

・
五
條
地
区
保
護
司
会

・
五
條
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

・
五
條
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

・
西
明
寺

・
奈
良
県
農
協
五
條
支
店

・
奈
良
県
農
協
南
宇
智
支
店

・
奈
良
県
農
協
西
吉
野
支
店

・
金
陽
製
薬
（
株
）

・
光
洋
機
械
工
業
（
株
）

・
奈
良
ベ
ン
ダ
ー
（
株
）

・（
株
）
エ
ム
・
シ
ー
富
士

・（
株
）
柿
の
葉
す
し
本
舗
た
な
か

・（
株
）
柿
の
葉
ず
し
ヤ
マ
ト

・（
株
）
協
栄
製
作
所

・（
株
）
鯉
丸

・（
株
）
五
條
モ
ー
タ
ー
ス

・（
株
）
タ
カ
オ
カ

・（
株
）
ツ
ボ
イ

・（
株
）
は
る
す

・（
株
）
丸
紅
住
宅
資
材

・（
株
）
エ
フ
・
エ
ー
・
テ
ッ
ク

・（
株
）
ワ
ー
ス
リ
ビ
ン
グ

・（
社
）
五
條
青
年
会
議
所

・（
福
）
五
條
市
あ
す
な
ろ
福
祉
会

・（
福
）
三
寿
福
祉
会

・（
福
）
祥
水
園

・（
福
）
正
和
会

・（
福
）
一
会

・（
福
）
は
ー
と
ら
ん
ど

◆
構
成
団
体
会
員
◆

・
五
條
市
遺
族
会

・
五
條
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

・
五
條
市
視
覚
障
害
者
福
祉
協
会

・
五
條
市
地
区
婦
人
会
連
絡
協
議
会

・
五
條
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

・
五
條
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

・
五
條
市
民
生
児
童
委
員
連
合
会

（
順
不
同
・
敬
称
略
、
令
和
元
年
８
月
19
日
現
在
）

「五條市社協会員」随時募集中

五條市ボランティア連絡会で
研修会を行いました

◆個人会員　　　 ５００円（年額一口）
◆賛助会員　　５, ０００円（年額一口）
　社協では「住民みんなの助けあい」という考えの
もと、地域福祉活動の財源のひとつとして、「住民
会員制度」を設けています。社協活動に賛同してく
ださる方のご理解とご協力をお願いいたします。
※�自治会加入世帯につきましては、毎年自治会を通じて
個人会員にご加入をいただいています。

　総会終了後に研修会を実施し、奈良県社会福祉
協議会災害ボランティア受援コーディネーター川
口 均様に“生き抜くための防災知識～愛する人を
震災から守る～“をテーマに講義をしていただきま
した。
　南海トラフ巨大地震等への備え、避難場所につ
いてのクイズをした後、特定のテーマ（買い物中
に地震が来たら？足の不自由な夫が家にいる場合
どのようにして逃げれば良いか？等）についてグ
ループで話し合い、発表してもらいました。
　愛する人を守るためにも、災害が起こる前にしっ
かり備えておきましょう。

　五條市では、地域で福祉活動を行う住民自主組織
として、現在１６地区において地区社会福祉協議会
が組織されています。つながりづくりや見守り活動
等、それぞれの特性を活かした福祉活動を展開して
います。

（順不同、敬称略）

地区名 会長名 地区名 会長名

本　町 時永義成 牧　野 堀田　哲

中　央 久保久彦 田　園 柳瀬利幸

五條東 山本健彦 阪合部 北　康文

須恵岡口 田仲茂樹 北宇智 森本　修

新　町 北山和生 南宇智 芳田忠男

二　見 梶本和雄 南阿太 亀西欣治郎

野　原 小藪良彦 大阿太 西本真也

宇　智 米田一郎 宗桧中 畠山　健

令和元年度
地区社会福祉協議会会長の紹介

5 社協だより『ふれあい』　130号 は、社会福祉協議会の愛称です。ふれあいネットワーク



高齢者が住み慣れた地域で自分らしく暮らし続けるため、地域住民が活動の担い手となって、お互
いさまで支えあう関係づくりが求められています。ゴミ出し・買い物・外出支援・掃除等の “ あれ
ば助かる ”活動を行う人々を養成する講座を五條市と共催で開催します。
※本講座を修了すると、市内の訪問介護事業所等で従事することが可能です。

【日　　時】　１０月９日（水）
　　　　　　８：５０～１６：３０
【会　　場】　カルム五條
【受 講 料】　無料
【定　　員】　３０名（先着順）
【申込期限】　９月２０日（金）

【対象者】
　五條市在住の１８歳以上の方。
　地域で活動できる方。
【お問合せ・申込先】
　五條市あんしん福祉部　介護福祉課
　☎２２ｰ４００１（内線２４９）

白銀北地区ふれあいいきいきサロン
白銀北
地区

ふれあいいきいきサロンめぐり

　

今
年
４
月
に
出
来
た
ば
か

り
の
サ
ロ
ン
で
す
。
こ
の
サ

ロ
ン
の
代
表
の
方
に
お
話
を

伺
う
と
、
地
域
特
産
の
柿
、
梅

な
ど
の
果
樹
栽
培
さ
れ
て
い

る
方
が
多
く
、
農
繁
期
は
お

休
み
し
て
、
工
夫
し
な
が
ら

サ
ロ
ン
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

白
銀
北
地
域
も
高
齢
者
世

帯
や
一
人
暮
ら
し
の
方
が
多

く
な
り
、
交
流
す
る
場
も
減

少
し
て
い
ま
す
。
以
前
、
市

の
元
気
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
を
受
講
し
、
白
銀
北
地
域

に
は
、
集
え
る
場
が
な
い
こ

と
に
＂
気
づ
き
＂
民
生
委
員
が

中
心
と
な
っ
て
こ
の
サ
ロ
ン

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
体
操

脳
ト
レ
、
踊
り
、
歌
な
ど
を

取
り
入
れ
な
が
ら
、
地
域
の

皆
さ
ん
が
気
軽
に
参
加
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
心
が
け
て

い
ま
す
。
参
加
者
の
中
に
は
、

90
歳
以
上
の
方
も
お
越
し
に

な
っ
て
い
ま
す
よ
。

ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
と

は
？

　

近
所
で
気
軽
に
集
え
る
場
所

を
つ
く
る
こ
と
を
通
じ
て
、
地

域
の
「
仲
間
づ
く
り
」「
出
会
い

の
場
づ
く
り
」「
健
康
づ
く
り
」

を
す
る
た
め
の
活
動
で
す
。

　

定
期
的
に
集
ま
る
こ
と
で
顔

な
じ
み
の
輪
を
広
げ
、
い
き
い

き
と
し
た
楽
し
い
生
活
を
送
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

み
ん
な
が
気
軽
に

集
え
る
場
を
目
指
し
て

【白銀北地区ふれあいいきいきサロン】
場所／西吉野町奥谷９０６
　　　西部集落センター
日時／不定期（年１０回程度）
　　　午後１時３０分～

「生活支援サポーター」養成講座
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